
 

この季節は、センター試験直後の次くらいに生徒の涙を見るように感じます（ひとりひとりカウントする

ほど無粋ではないので、正確なところは分かりかねますが…）。センター試験まで残すところ 100 日を切り、

残された時間に比してやるべきことがあまりに多く残っていることに愕然とし、焦りがやる気を蝕んでゆく。

教師に相談しても、「前を向いて頑張ろう」という励ましの言葉は上滑りし、「このままでは志望校を変えな

いと…」という檄は真意とは裏腹に諦念をかき立ててしまう。私が受験生だった時も、受験生を指導する立

場になった今も、この季節は言いようのない不安に苛まれます。 

 
よく、こんな質問をされます。 

 
「残り時間で、一体何をやれば良いでしょうか？」 

 
やるべきことは分かっている、でも、全てはできないから達成可能な量に絞ってほしい。 

 
その気持ちは分からなくはないのですが、そもそもやらなくて良いことまでやれと言う教師などいる筈が

ないのですから、やるべきことの中に削れる項目などひとつもありません。酷な言い方になりますが、その

生徒は、（相談相手の教師にとっての）やるべきことをやれずに入試本番を迎えるのです（勿論、その教師が

提示したやるべきことが適正かどうかは検討すべきですが）。 

 
ひとつ救いを述べるとするならば、このような相談をしてくる生徒の多くは、自分の成し遂げてきたこと

を過小評価する傾向があるということです。結果が出ていないのだから今までやってきたことは全て無駄だ

…そんな風に考えて、自分のやってきたことを全否定する生徒が少なからずいます。自分に対して厳しく臨

むのはその逆より素敵だと私は思いますが、何事も行き過ぎは禁物です。ある試験で遭遇したある形式の問

題が解けなかったから、自分はその形式の問題は全て苦手だ…この思考っておかしいと思いませんか。解け

なかった原因を分析し、習得すべき事項を確認し、次に似た問題に遭遇したときは自信を持って臨めるよう

にするのが、王道とまでは行かなくともごく標準的な筋道だと思います。そして今回は、そんな筋道を踏む

重要性に気付けるような問題を提供したいと思います。 

 
出典は、1992 年（平成 4 年）の東京大学から。当時は第１問(B)として出題されていましたが、現在とは

随分形式が変わっています。が、東京大学が受験生に求める能力が変わったわけではありません。この問題

にも、現在の東大英語に通じるポイントが潜んでいるのです。 

 
それでは、解説編で再びお会いしましょう。 
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問 次の英文を読み、以下の設問に答えよ。 

 
Children reveal an instinct for freedom in everything they do, but especially when they play. Everyone 

knows how much they love to play and how completely engrossed they become in games. Playing is what 
(      ) is all about, and children give themselves up to it whole-heartedly. By forbidding games and 
suppressing the free expression of the child’s natural functions (and of his or her potential abilities and 
skills), parents risk interfering with the process of self-realization, and opposing the play of nature itself. 

Parents concerned about their child’s progress at school, or seeking to develop a special talent, may 
succeed in excluding play from his or her life. Would such a “far-sighted” policy lead to the formation of 
the child’s personality and self-fulfillment? The few known exceptions, such as Mozart, whose father 
locked him in his room as a child and made him study music for hours on end, merely confirm the 
general rule. It will never be known how many people have been irremediably damaged through being 
thus prevented from giving expression to the free play of nature during their childhood. 
 
(1) 文中から適切な１語を選んで空所を埋めよ。 

 
(2) 下線部“the general rule”を次のような英文に表現するとすれば、空所にどのような１語を埋めればよ

いか。その１語を記せ。 

 
The efforts of parents to cultivate special talents in their children at the (      ) of play do not 

usually help produce grown-ups with well-developed personalities. 
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